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ているとして も,「諸外国に匹敵 し得 る文
化 をもっている(p.119)」こと,そ して
「形づ くるもの ・方法 ・技術が少し異なっ
てきただけのことで,そ れらを使う思想 と
か文化そのものまでもが変わる必要はない
(p.119)」ことを自覚するところを基盤 と
する。ディテイルについては,建築物の基
本的構造や材料 との関連に於いて詳細な分
析がなされている。そして,少 な くとも
我々が日常生活の中でささやかにでも実行
できる意識改革例が本書の後半にちりばめ
られている。例えば 「見せたい」意識を抑
えることでは,居住者が他に見せるため,
自慢 したいがための生活用具を否定し,自
らが生活の場 を美 しくしようと謙虚に努力
した結果,そ れが最終的には具体的なモノ
となって居住者 と調和し,独創性のあるヒ
ューマンな意味での生活像を作 り出すとい
う真の図式を考えさせ られる。その他,壁
面や開口部への考え方,現代の和家具の在
り方,部分 と全体の関係の見方,等々多 く
の論点を設けて分析 している。こういった
意識改革は,それらが集積すればきっと欧
米に負けない新しい日本の独創性 となって
認められるはずである。
実に多くの要素を一冊の中で取り扱った
ものだけに,話題の豊富さに翻弄されない
ように読書されることを期待したい次第で
ある。最後に,この本の中で最も印象に残
った言葉を以って,著者への敬意の言葉に
換えさせて頂 きたい。
「ある地域の景観はその地域のデザイン
的なレベルの現れである(p.203)」
野ロ企由 岐阜女子大学
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